
【座間市のお知らせ】� №759 市の人口●127,783人�
世　帯　数●51,806世帯�
（平成18年４月１日現在）�

5.1
広報�

●電子申請・届け出システムに�
　新しい手続きを追加（2面）�
●みんなの健康（3面）�
●上下水道部からのお知らせ（4面）�
●住宅用火災警報器の設置を（5面）�
●ざまインフォメーション（6・7面）�
●大凧まつりのご案内（8面）�

古紙配合率100%再生�
紙を使用しています�

Trademark American Soybean Association�

大豆油インクを使用しています�

応募作品21点の中から選ばれた今年の凧文字は、緑ケ丘１
丁目在住の斉藤浩美さんが考えた「慶祥」です。この二文字
には、紀宮さまのご結婚や愛子さまのご入園など「皇室の慶
事をお喜び申し上げる」という意味が込められています。
去る４月15日には、大凧作りの重要な作業である「文字書

き」が市大凧保存会やボーイスカウトなどの手によって、座
間小学校体育館で行われました。
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４月17日、キャンプ座間米陸軍第一軍団司令部等
移転に伴う基地強化に反対する座間市連絡協議会会
長（座間市長）は、日米両国政府が米軍再編におけ
る最終報告を前にしていることから、横浜防衛施設
局長に面会し改めて質問書を提出しました。
質問はこれまでの本協議会の質問に対する横浜防

衛施設局長の回答を整理したもので、「国として地
元の理解よりも日米の最終合意を優先させる考え
か」や「国が基地は固定的・恒久的に定めるものでないと確認しているならば、その
証を具体的に説明願いたい」など、大別して５項目にわたり質問をしました。質問書
を受け取った高見澤横浜防衛施設局長は「なるべく早く回答します」と答えました。
※質問内容は、市ホームページで確認できます。
担当 キャンプ座間米陸軍第一軍団司令部等移転に伴う基地強化に反対する

座間市連絡協議会事務局（渉外課内）�046（252）8307 �046（252）0220

米軍再編�米軍再編�横浜防衛施設局長に再々質問�横浜防衛施設局長に再々質問�
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平成17年７月１日から開始した電子申請・届け出サービスに新しい手続きを
追加します。
電子申請・届け出サービスとは、休日や夜間でも自宅や職場などのパソコン

からインターネットを利用して申請・届け出などの手続きをすることができる
サービスです。
本サービスの入口は、市ホームページ（http://www.city.zama.kanaga

wa.jp/）の左側メニューにある［電子申請・届け出］をクリックしてください。
※操作方法がわからないときは、e-kanagawaコールセンター�0570（05）7500
へお問い合わせください。受付時間は午前８時30分から午後５時30分まで
（土曜・日曜日、祝日、年末年始を除く）です。

平成18年５月１日より受け付けを開始する手続き�

既に受け付けを開始している手続き�

※印の手続きは、あらかじめ公的個人認証サービスの電子証明書の交付を受けている
ICカードとICカードリーダが必要です。�

手　　続　　名� 担　　当�
　小児医療証再交付申請�
　消防訓練実施計画書�
　消防訓練実施結果報告書�

保健医療課�

消防本部予防課�

手　　続　　名� 担　　当�
　行政情報公開請求�
※住民票の写し交付申請�
※住民票記載事項証明書（定型）交付申請�
※付記転出届�
　印鑑登録証明書交付申請�
　粗大ごみ収集申込�
　し尿処理申込�
※小児医療証交付申請�
　犬の死亡届�
　犬の登録事項変更届�
　基本健康診査受診申込�
※児童手当・特例給付・小学校終了前認定請求�
※児童手当・特例給付・小学校終了前現況届�
※児童手当・特例給付・小学校終了前額改定認定請求書・額改定届�
※介護保健要介護認定・要支援認定申請（更新のみ）�
　市営住宅長期不使用届�
　市営住宅退居届�
　水道使用開始届�
　水道使用中止届�
　給水装置用途変更届�

情報推進課�
�

戸籍住民課��
�
資源推進課�
清掃課�
�

保健医療課��
�
�
子育て支援課�
�
長寿介護課�

建築・住宅課��
�
水道業務課�

担当 電算システム課 �046（252）7233 �046（255）3550

平成18年度税制改正（公的年金控除額の縮小）に伴い、昭和15年１月１日以
前の生まれで平成16年中に公的年金収入があった方は、国民健康保険税の負担
増が生じます。なお、平成18・19年度課税分については、急激な負担増を避け
るため段階的な負担軽減措置を講じます。公的年金所得から平成18年度は13万
円、平成19年度は７万円を特別控除します。
また、地方税法の改正に伴い国民健康保険税介護分（40歳から64歳までの方

が対象）の課税限度額を８万円から９万円に引き上げます。限度額で課税され
る所得または固定資産をお持ちの方には負担をお願いすることとなります。
平成18年度国民健康保険税納税通知書を平成18年６月中旬にお送りします。

各納期限までにお支払いをお願いします。

担当 国保年金課 �046（252）7003 �046（252）7043

公的年金等控除�

改正前�
①定額控除　65歳以上の者　100万円�
　　　　　　65歳未満の者　 50万円�
②定率控除�
（定額控除後の年金収入）�
　360万円までの部分　　　　　25％�
　720万円までの部分　　　　　15％�
　720万円を超える部分　　　　 5％�
③最低保障　65歳以上の者　140万円�
　　　　　　65歳未満の者　 70万円�

改正後�
①定額控除　　　　　　　　 50万円�
�
②定率控除�
（定額控除後の年金収入）�
　360万円までの部分　　　　　25％�
　720万円までの部分　　　　　15％�
　720万円を超える部分　　　　 5％�
③最低保障額　　　　　　　 70万円�
　老年者特別加算　　　　　 50万円�

国民生活の安心や安全を損なうような事業者の法令違反行為について通報し
た労働者が、解雇などの不利益な取り扱いを受けないよう保護する「公益通報
者保護法」がスタートしました。
◇事業者に求められること
法令を遵守した経営を行うことが、事業者自身の社会的信頼を高めることに

つながります。そのため、事業者の皆さんには次のことが求められています。
・従業員からの通報を受け付ける窓口を設置するなど通報処理の仕組みを整備
する

・通報者などの個人情報保護を徹底する
・公益通報を理由に解雇などの不利益な取り扱いを行わない
・通報を受けて行った調査の結果や自らがとった是正措置などについて通報者
に通知する

◇労働者が通報するに際して
労働者（正社員、パート、アルバイト、派遣社員を含みます）は、公益通報者

保護法で規定した犯罪行為や法律違反を、事業者内部や処分権限のある行政機
関、報道機関や消費者団体など事業者外部へ通報した場合、それぞれの通報先
に応じた要件を備えていれば、解雇などの不利益な取り扱いから保護されます。
◇市の公益通報案内窓口は
市民部広聴相談課が案内窓口として通報機関の案内をします。市が処分権限

を有する法律については、それぞれ処分権限のある担当課（法令所管課）で通報
を受け付けます。受け付けた通報については、「座間市公益通報者保護法に基づ
く外部の労働者からの事務処理要綱」により処理します。市が所管しない法令に
ついての通報や問い合わせについては、国・県の通報受付窓口を案内します。
詳しくは、内閣府のホームページhttp://www5.cao.go.jp/seikatsu/

koueki/index.htmlをご覧ください。資料などは、担当にも備えてあります。
担当 広聴相談課 �046（252）8218 �046（255）3550

市の水道水は、約85パー
セントが地下水で賄われて
います。しかし、このまま
都市化が進み、地面がコン
クリートで覆われていく
と、雨水が地下に浸透でき
ないため、地下水が枯渇し
てしまう恐れがあります。
このことから住宅の庭な

どは、木を植えるなどして
できるだけ舗装をせずに、
雨が浸透できる場所を確保するようご協力ください。なお、地下に雨水を浸透
させるための施設を新たに設置する場合には、下表のとおり費用の一部を助成
する制度がありますのでご利用ください。

担当 環境対策課 �046（252）7675 �046（257）7743

雨水浸透ます
 １基当たり12,500円�

 （重点的涵養推進区域は17,000円）�
雨水浸透トレンチ １メートル当たり6,500円�
浸透性アスファルト舗装 １平方メートル当たり500円�
雨水貯留槽 １基当たり25,000円�

雨水浸透施設等の設置助成�

※助成を受けるには一定の条件がありますので、事前に担当にご相談ください。�

かん よう�

雨水貯留槽
地下浸透�

砂�

砕石�

とい�

〈雨水浸透トレンチ〉

〈雨水浸透ます〉�

雨水浸透ます�
雨水浸透トレンチ� 雨�

地域の健康づくり活動の担い手として活躍している「健康ざま普及員」の任
期満了に伴い、このほど地域自治会の推薦を受け、市内６地区から次の方々が
委嘱されました（下表参照）。
普及員の活動は、自らの健康に対する見識を高めていただき、健康づくりの

ための情報収集、普及・啓発、活動への参加呼び掛けなどを行います。
今年度もさまざまな健康づくりに関する事業が予定されています。皆さんも

気軽に参加し、健康づくりの輪を広げてみてはいかがでしょう。
担当 保健医療課 �046（252）7225 �046（252）7043

◆健康ざま普及員名簿（敬称略）◆�

片野美知子・山本かすみ・澤田喜代子・岩本和子・小俣智惠子・菅藤正代・
大原晴美・長谷川香代子・川島美津子�

座間・新田宿・�
四ツ谷地区�

入谷・立野台・�
明王地区�

相武台・緑ケ丘・�
広野台・小池地区�

相模が丘地区�

ひばりが丘・�
小松原地区�

東原・さがみ野・�
栗原地区�

鈴木三采・石岡ケイ子・曽山節子・本多敏美・安藤信幸・原川選子・加
藤アイ子・加藤寿美子・中村美紀・鈴木孝子・大竹ひろ子・村松惠子・
水谷由起子�
野坂潮美・相浦純子・座間アサ子・佐々木たけ子・大栗悦代・熊澤トミ子・
滝澤友理・高橋とし子・堀礼子�

齋藤喜代子・坂口淳子・藤嶋美代子・吉田道子・猪狩礼子・峰尾昌子・
染野美由紀・曾根加奈美・及川桂子・崩美惠子・山岸トキ子・矢野和子・
安井純子�

小口順子・新里昭子・大矢都子・安由起子・石川幸・佐藤正明・篠塚麗子・
倉田三枝子・L橋光子・安達久子・相澤文子・白井つね子・小林静子�

地　　区� 氏　　　　　　　名�

（平成18年４月１日現在）�

有馬昭平・宮坂安子・畑中八重子・田中順尚・久野ハツ子・藤田昭子�

電子申請・届け出システムに�
新しい手続きを追加�
電子申請・届け出システムに�
新しい手続きを追加�
電子申請・届け出システムに�
新しい手続きを追加�

公益通報者保護法が施行�公益通報者保護法が施行�公益通報者保護法が施行�４月１日から 

○と　き　５月16日(火)午後１時30分～３時30分
○ところ　サニープレイス座間(総合福祉センター)２階会議室
○内　容　「医者が治療上必要と考える生活や病状の報告とは」をテーマに県
精神保健センターの精神科医を招いて学習する

○対　象　精神疾患で通院している家族がいる方
○申込方法　直接または電話かファクスで担当へ
担当 障害福祉課 �046（252）7085 �046（252）7043

平成18年度国民健康保険税のお知らせ�

健康ざま普及員を委嘱�
広げよう健康づくりの輪�

精神障害者家族教室�精神障害者家族教室�



▽受付時間＝午後１時15分～２時15分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝３カ月～７歳６カ
月未満（なるべく18カ月までに）※指定日厳守

▽とき＝５月19日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝４カ月～
１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝５月16日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成18年１月生まれ
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保�予�保健医療課�

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間�
◆休日昼間�
診療科目� 電話番号� 診療場所�

小児科（外科系を除く）�
内　科�
歯　科�

耳鼻咽喉科�
外科・婦人科・眼科�

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）�
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

休日急患センター�
（市民健康センター１階）�

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分�

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分�
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分�
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）�

�０４６（２５５）９９３３�
�０４６（２５２）９０９０�
�０４６（２５２）８２１７�
�０４２（７５６）９０００�
�０４６（２５１）０１１９�

◆夜　間�
診療科目� 電話番号� 診療場所� 受付時間�

受付時間�

小児科（外科系を除く）�
内　科�
外　科� 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

休日急患センター�
（市民健康センター１階）�

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分�
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分�

午後６時～10時（診療時間）�

�０４６（２５５）９９３３�
�０４６（２５２）９０９０�
�０４６（２５１）０１１９�

◆深　夜�
診療科目� 電話番号� 診療場所� 診療時間�

小児科（外科系を除く）�

内科・外科� 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。�

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ�
さい。� 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時）�

午後10時～翌朝午前８時�

�０４６（２５５）９９３３�

�０４６（２５１）０１１９�
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３�

市では、指定医療機関を定め、無料で
健康診査を実施しています。対象者には
個人通知をしますので、あらかじめ医療
機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお
持ちになって受診してください。

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成16年10月
生まれ◆歯科▽とき＝５月10日、17日いずれも水曜日
午前９時30分～10時30分▽ところ＝市民健康センター
▽対象＝平成16年９月生まれ

▽とき＝５月24日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
および育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）
▽対象＝平成16年４月生まれ▽持ち物＝母子健康手
帳、歯ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はあ
りませんのでご注意ください）

▽とき＝５月９日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成14年11月生まれ▽持ち
物＝母子健康手帳

予ポリオ（急性灰白髄炎）

対　象�
と　　き�

８・12月生まれ�
９月生まれ�
10月生まれ�

�
５月10日（水）�
５月12日（金）�

�
５月11日（木）�
５月15日（月）�

１日～15日生まれ�16日～末日生まれ�
５月８日（月）�

保発達相談

保育児相談

※電話予約は受け付けします。
〈問い合わせ先〉
大和斎場　　　　　　　　�046（264）5566

５月26日（金）

と　き� ところ� 受付時間�

５月12日（金）�

５月19日（金）�
午前９時30分�
　～10時30分�

市公民館�

市民健康センター�

保４カ月児健康診査

保８～10カ月児健康診査

保１歳６カ月児健康診査

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

平成18年４月１日より、麻しん・風しんの単独
での予防接種が任意接種（有料）になりました。
なお、経過措置として、予防接種の費用を負担

できる場合がありますので、担当にお問い合わせ
ください。
担当 保健医療課

�046（252）7213 �046（252）7043

健康なまちづくり�
コーナー�

健康なまちづくり�
コーナー�

○と　き　６月12日（月）午後１時30分～３時30分
○ところ　市民健康センター
○内　容　関節痛を防ぐための運動を体験する
○対　象　40歳以上
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、バスタオル、健康手帳（お持
ちでない方には当日発行します）

○申込方法　６月９日（金）までに電話で担当へ
担当 保健医療課 �046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　６月23日（金）午後１時30分～３時
○ところ　市民健康センター
○内　容　関節痛を中心とした講話
○対　象　40歳以上
○定　員　60人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具、健康手帳（お持ちでない方に
は当日発行します）

○申込方法　６月22日（木）までに電話で担当へ
担当 保健医療課 �046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　①６月23日（金）②28日（水）③30日
（金）午前10時～正午（全３回）
○ところ　市民健康センター
○内　容　①採血（貧血検査）、
貧血を治そう（講話）ほか②
おいしく食べよう！貧血改善
の食事（調理実習）③採血結
果説明ほか

○対　象　30歳～40歳代の女性
○定　員　30人（先着順）
○参加費　200円（材料代）
○保　育　あり（希望者は６月
９日（金）までに電話で担当へ）

○申込方法　直接または電話で担当へ
担当 保健医療課 �046（252）7225 �046（252）7043

○と　き　５月14日（日）午前10時～午後１時（午前
９時30分～受け付け）

○ところ　旭小学校体育館
○内　容　健康体操やコンピューターによる体力診断
の結果に基づき、健康運動指導士が運動相談に応じ
る

○対　象　20歳以上の市内在住・在勤者
○定　員　150人（先着順）
○持ち物　室内用運動靴、タオルなど（運動のできる
服装で）

○申込方法　５月12日（金）までに直接または電話か
ファクスで担当へ

担当 スポーツ課 �046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　５月29日（月）～31日（水）午後１時30分～
２時30分（30日（火）は午後０時30分～１時30分）（全
３回）

○ところ　協栄スイミングクラブ座間（座間２-238）
○内　容　水中ウオーキングの応用
○対　象　50歳以上の市内在住・在勤者
○定　員　50人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　水着、水泳帽子、バスタオ
ル

○申込方法　５月23日（火）までに
直接または電話で担当へ

担当 スポーツ課 �046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　５月27日（土）午前８時30分～午後４ 時
（雨天中止）
○ところ　秦野市「弘法山」
○集合・解散場所　かにが沢公園（駐車は座間中学校
臨時駐車場へ。かにが沢公園以外での解散不可）

○対　象　市内在住・在勤・在学者（小学校２年生以
下は保護者同伴）

○参加費　無料（交通費などは自己負担）
○持ち物　弁当、水筒、雨具など（動きやすい服装で）
○申込方法　５月19日（金）までに直接または電話か
ファクスで担当へ

※中止などの問い合わせは、当日の午前６時30分から

７時までに電話で担当へ。
担当 スポーツ課 �046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　５月13日（土）午前９時30分～11時30分
（午前９時開場）
○ところ　スカイアリーナ座間（市民体育館）
○内　容　親子対抗のダブルスゲームを楽しむ
○対　象　小学生と保護者
○定　員　30組（先着順）
○参加費　一組500円
○持ち物　室内用運動靴（動きや
すい服装で）、タオル、ラケッ
ト（持っている方）

○申込方法　５月12日（金）までに参加費を添えて
直接担当へ

※現金取り扱いは午後５時まで。電話予約の場合
は、申し込み後１週間以内に手続きを。
担当 市民体育館 �046（255）0077 �046（255）1188

痛み和らぐのびのび体操
関節痛でお悩みの方へ

医師によるヘルスセミナー
ふしぶしの痛みが気になる方へ

30歳からのレディースセミナー
貧血を放置していませんか？

体力年齢ウオッチング

中高年水中ウオーキング

ふれあいピクニック

親子でバドミントン

麻しん・風しんの単独予防接種が任意接種に�麻しん・風しんの単独予防接種が任意接種に�
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引
っ
越
し
な
ど
で
水
道
の
使

用
を
開
始
ま
た
は
中
止
す
る
と

き
や
、
家
の
増
・
改
築
ま
た
は

長
期
間
留
守
に
す
る
な
ど
一
時

的
に
水
道
の
使
用
を
中
止
し
た

い
と
き
に
は
、
次
の
と
お
り
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の

届
け
出
は
、
戸
籍
住
民
課
で
の

住
民
異
動
の
届
け
出
と
は
別
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。
使
用
中

止
の
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
水

道
を
使
用
し
な
く
て
も
基
本
料

金
が
掛
か
り
続
け
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

入
居
時
、
必
ず
水
栓
番
号

（
玄
関
外
側
の
上
部
に
張
っ
て

あ
る
緑
色
の
長
方
形
シ
ー
ル
の

番
号
、
ま
た
は
「
引
っ
越
し
さ

れ
て
こ
ら
れ
た
方
へ
」
の
用
紙

に
書
い
て
あ
る
番
号
）
を
確
認

し
た
上
、
使
用
を
開
始
す
る
こ

と
を
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
連
絡
方
法
は
、
担
当
窓
口

に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、電
話
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申
請

（
本
紙
二
面
参
照
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と

き
は
、
必
ず
中
止
を
す
る
四
日

か
ら
五
日
前
ま
で
に
担
当
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。連
絡
方
法
は
、

使
用
開
始
手
続
き
と
同
じ
で

す
。
な
お
、
使
用
者
や
納
入
者

の
名
義
が
変
わ
っ
た
と
き
に

も
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

水
道
料
金
は
、
二
カ
月
に
一

度
、水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
、

公
共
下
水
道
接
続
世
帯
は
下
水

道
使
用
料
を
合
わ
せ
て
請
求
し

ま
す
。そ
の
支
払
い
方
法
に
は
、

便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

預
（
貯
）
金
通
帳
と
通
帳
印
を

持
参
の
上
、
必
要
事
項
を
記
入

し
た
振
替
依
頼
書
を
、
同
書
記

載
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局

の
窓
口
に
提
出
し
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
金
融
機
関
な
ど
の
営

業
時
間
内
に
申
し
込
み
に
行
く

時
間
が
な
い
方
は
、
必
要
事
項

を
記
入
し
通
帳
印
を
押
し
た

（
四
カ
所
）
振
替
依
頼
書
を
、
〒

２
２
８
―
８
５
６
６
座
間
市
役

所
水
道
業
務
課
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
担
当
が
口
座
振
替
手

続
き
の
仲
介
を
し
ま
す
（
直
接

窓
口
で
の
手
続
き
よ
り
時
間
が

掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

な
お
、
口
座
振
替
依
頼
書
が
手

元
に
無
い
方
に
は
送
付
し
ま
す

の
で
、
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。口

座
振
替
の
振
替
日
は
、
検

針
の
翌
月
七
日
で
す
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
で
金
融
機
関
な

ど
が
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）。
口
座
振
替
で
な
い
方
は
、

検
針
月
の
月
末
に
送
付
す
る
納

入
通
知
書
で
、
そ
の
裏
面
に
記

載
の
取
扱
金
融
機
関
な
ど
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

の
未
納
金
集
金
業
務
と
精
算
検

針
業
務
を
�
日
本
ウ
ォ
ー
タ
ー

テ
ッ
ク
ス
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
で
も
、

未
納
金
の
支
払
い
や
引
っ
越
し

な
ど
に
よ
る
料
金
精
算
が
ご
自

宅
で
で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に

担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
同
社
の
担
当
者
が
訪
問
す

る
と
き
に
は
、
市
発
行
の
「
受

託
者
証
」
を
常
時
携
帯
し
て
い

ま
す
。不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、

提
示
を
求
め
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

公
共
下
水
道
は
、
皆
さ
ん
が

清
潔
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た

め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
物

で
あ
る
ほ
か
、
河
川
の
水
質
な

ど
の
保
全
や
改
善
に
も
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
市
で
は
、
昭
和
四
十
七
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
公
共
下
水
道

施
設
の
整
備
に
、
こ
れ
ま
で
約

五
百
二
十
八
億
円
（
市
民
一
人

当
た
り
約
四
十
一
万
円
）
と
い

う
多
額
の
費
用
を
投
じ
て
き
ま

し
た
（
表
１
参
照
）。

し
か
し
、
多
額
の
費
用
を
掛

け
た
施
設
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
優

れ
た
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
施
設

を
有
効
に
活
用
し
、
皆
さ
ん
の

生
活
環
境
や
自
然
環
境
を
守
る

た
め
に
、
公
共
下
水
道
が
接
続

可
能
な
区
域
で
ま
だ
接
続
を
し

て
い
な
い
方
は
、
早
期
接
続
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

四
月
一
日
か
ら
公
共
下
水
道

の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
（
接
続

が
可
能
と
な
っ
た
）
区
域
は
、

栗
原
、
相
模
が
丘
一
丁
目
、
緑

ケ
丘
三
・
四
丁
目
、
相
武
台

三
・
四
丁
目
、
入
谷
一
・
三
丁

目
、
東
原
二
丁
目
の
各
一
部
地

域
で
、
合
計
十
七
・
一
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
（
左
図
参
照
）。

こ
れ
に
よ
り
市
内
の
整
備
面

積
の
合
計
は
、
千
百
八
十
四
・

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
市
民
生
活
や
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤

の
一
つ
で
す
。
本
市
の
水
道
は
、
ほ
ぼ
全
世
帯
に
普
及

し
て
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
手
続
き
方

法
や
土
曜
・
日
曜
日
の
精
算
業
務
な
ど
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
水
道
を
使
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
水
道
料
金
は
、
必
ず
納
入
期
限
内
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

担
当
水
道
業
務
課

�
０
４
６（
２
５
２
）
７
４
８
０

�
０
４
６（
２
５
７
）
４
１
５
５

公
共
下
水
道
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
や
自
然
環
境

を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
で
は
、

そ
の
施
設
整
備
を
推
進
し
、
今
年
四
月
に
は
整
備
率
約

九
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
す
る
に
至
り
ま
し
た
が
、
各

世
帯
の
接
続
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
そ
の
役
割
は
十
分
に

果
た
せ
ま
せ
ん
。

公
共
下
水
道
は
、
接
続
の
義
務
が
下
水
道
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
工
事
に
は
助
成
・
融
資

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
期
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当

下
水
道
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）
８
５
８
７

�
０
４
６（
２
５
２
）
８
６
８
４

七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
、
事

業
認
可
面
積
千
二
百
六
十
一
・

一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
す
る
整

備
率
は
、
九
三
・
九
四
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
供
用
が
開
始
さ
れ
た

区
域
の
方
は
、
接
続
工
事
（
公

共
下
水
道
に
流
し
込
む
た
め
の

排
水
設
備
工
事
）
を
、
く
み
取
り

便
所
の
場
合
は
三
年
以
内
に
、

浄
化
槽
の
場
合
は
遅
滞
な
く
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
下
水

道
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、こ
の
工
事
は
自
費
で
、

市
が
指
定
し
た
工
事
店
で
施
工

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
の
促

進
や
水
洗
便
所
の
普
及
の
た

明
治
維
新
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
二
重
織
り
の
技
術
が

入
っ
て
き
た
の
を
応
用
し
て
、

風
通
絣
織
が
全
国
に
広
ま
っ

た
。
し
か
し
、
織
り
方
が
難

し
い
こ
と
も
あ
り
、
流
行
は

短
期
間
で
下
火
と
な
っ
た
。

風
通
絣
織
と
は
、
普
通
の

絣
柄
は
糸
で
く
く
っ
て
染
色

す
る
の
に
対
し
、
織
機
で
織

り
な
が
ら
一
枚
の
布
の
中
に

何
種
類
も
の
絣
柄
を
作
り
出

せ
る
の
が
特
徴
。
こ
れ
も
二

重
織
り
だ
か
ら
可
能
な
こ
と
。

埋
も
れ
て
い
た
こ
の
風
通
絣

織
の
復
活
に
取
り
組
ん
だ
の

が
、
相
模
が
丘
の
染
織
家
・

間
淵
朝
美
さ
ん
だ
。

間
淵
さ
ん
が
機
織
り
を
始

め
た
の
は
十
八
歳
の
頃
。
結

婚
、
子
育
て
な
ど
で
約
七
年

の
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
と
、
市
の

「
は
た
お
り
愛
好
会
」
の
会

員
と
な
り
復
帰
、
以
来
二
十

年
余
り
に
な
る
。

十
七
年
ほ
ど
前
、
風
通
絣

織機を操作する間淵さん

�
風
通

ふ
う
つ
う

絣
か
す
り

織お
り

�

織
を
復
元
し
た
人
が
い
る
こ

と
を
知
り
、
挑
戦
意
欲
の
強

い
間
淵
さ
ん
は
「
難
し
い
と

い
う
の
で
、
か
え
っ
て
や
っ

て
み
る
気
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
。

と
は
い
っ
て
も
、
身
近
に

織
り
手
が
い
な
い
。
資
料
を

集
め
て
独
学
で
技
術
習
得
に

努
め
、独
特
の
織
機
も
作
成
。

二
年
ほ
ど
で
織
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
で
は
全
国
か
ら
習
い
に

来
る
人
も
多
い
。
ま
た
小
学

校
で
糸
の
紡
ぎ
方
を
、
十
五

年
以
上
も
教
え
て
い
る
。

「
好
き
な
こ
と
だ
っ
た
か
ら
、

苦
労
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
複
雑

な
色
や
柄
を
織
っ
て
い
き
た

い
」
と
相
変
わ
ら
ず
挑
戦
意

欲
を
燃
や
す
。

救急車の出場回数の増加や道路交通事
情悪化による到着の遅れなどに対応する
ため「PA連携」を開始しました。
PA連携とは、消防ポンプ車（P

・

omper）
と救急車（A

・

mbulance）が連携して一刻
も早い救急活動を実施し、救命率の向上
を図ろうというもの。急患発生の通報を
受け、指令室が通報内容から患者の容体
が心肺停止状態で危険であると判断した場合、救急車のほかに現場に最寄
りの消防署から消防車も出動させます。消防車が救急隊より先着した場合
には、救急車の到着まで消防隊員が応急措置を実施するほか、傷病者の
救・搬出なども実施します。
除細動などの救命活動が救急車の到着を待たなくても開始できるよう、

消防車にも心肺停止状態の患者に電気ショックを与える自動体外式除細動
器（AED）を配備するなど、さらなる救命率向上に向けた取り組みを進め
ていきます。

担当 消防管理課 �046（256）2211 �046（256）2215

【消防車のサイレンの種類】
PA連携の開始により、救急車を呼んでも消防車がサイレンを鳴らし

て到着する場合がありますが、次のとおり出動理由によりサイレンが
異なります。
・火災活動の場合「ウー・カン・カン」
・PA連携など火災以外の場合「ウー・ウー・ウー」

建物火災による死者の約９割は住宅火災によるもので、その原因の多くは「逃げ遅れ」です。このことから、煙を感知して警報音や音声で火災
の発生を知らせる「住宅用火災警報器」の設置が、すべての住宅に義務付けられました。
新築住宅については６月１日から、既存の住宅については平成23年６月１日までに下記のとおり警報器を設置してください。警報器は、消防設

備取扱店で販売しているほか、一部電気店やホームセンターなどでも取り扱っています。
なお、今後、需要の急増から警報器の販売や点検などの悪質な訪問販売が行われる可能性があります。十分にお気を付けください。

表２　助成・融資制度取扱金融機関�

※横浜銀行での融資手続きは、相模大野支店で行います。

さがみ農業協同組合座間支店�

さがみ農業協同組合栗原支店�

城南信用金庫相武台支店�

中央労働金庫座間支店�

平塚信用金庫座間支店�

平塚信用金庫相模台支店�

平塚信用金庫ひばりが丘支店�

八千代銀行相武台支店�

八千代銀行南林間支店�

横浜銀行座間支店�

横浜銀行相模台支店�

横浜銀行座間駅前支店�

�046（251）0033�

�046（253）1733�

�046（255）1241�

�046（255）1155�

�046（254）6111�

�042（744）1331�

�046（256）1110�

�046（254）9111�

�046（274）7771�

�046（252）1111�

�042（744）1231�

�046（251）5151

金融機関名� 電　　話�

表１　管渠建設費の推移�
かん  きょ�

昭和47年～平成15年度まで�

平成16年度�

平成17年度（見込額）�

合　　計�

平成18年度（予算額）�

506億3097万1000円�

12億1317万7000円�

9億5514万6000円�

527億9929万4000円�

13億3247万4000円�
※平成17年度（見込み額）は繰越分を除く�

め
、
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
接
続

工
事
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度

と
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
対
象
は
い
ず
れ
も
、
公
共

下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た

日
か
ら
三
年
以
内
に
工
事
を
す

る
方
で
す
。
助
成
・
融
資
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。詳
し
く
は
、

担
当
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関

（
表
２
参
照
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《
助
成
制
度
》

○
く
み
取
り
便
所
の
改
造
工

事
＝
く
み
取
り
口
一
カ
所
に

つ
き
一
万
円

○
私
道
に
家
屋
が
二
戸
以
上
あ

り
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る

工
事
＝
工
事
費
の
三
分
の
二

以
内
の
額

《
融
資
制
度
》

○
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た

め
の
排
水
設
備
工
事
＝
限
度

額
五
十
万
円
（
無
利
子
）

設置例１�

居室� 居室�階段�

居室�

寝室�

寝室� 廊下�台所�

①�

①�
③�

②�

設置例２�

寝室� 廊下�台所� 居室�

居室�廊下�居室�

寝室（居室）�寝室（居室）�居室�階段�

①� ①�

①�
③� ④�

②�
（⑤）�

設置例３�

居室�居室�

居室�階段�

居室�廊下�居室�

寝室�

①� ①�
②�

③�⑥�

寝室�

居室� 居室�

【天井型火災警報器】
感知部の中心が壁やはりから60cm以上離れた位置の

天井に設置します。

【壁掛け型警報器】
感知部の中心が天井から15cm以上50cm以内の位置の

壁に設置します。

※天井型、壁掛型ともに、
エアコンや換気扇の吹出
口から1.5m以上離して設
置してください。

担当 消防本部予防課　�046（256）2211 �046（256）2215

壁やはりから60cm以上�

図４�

天井から�
15cm以上�

天井から�
50cm以内�

図５�

①寝室（普段家族が就寝に利

用する部屋）

②寝室がある階の階段部分

③台所

※義務ではありませんが設

置を推奨します。

④３階建ての住宅で３階のみ

に寝室がある場合、１階の

階段部分

⑤３階建て以上の建物で１階

のみ寝室がある場合、最上

階の階段部分

⑥一つの階で床面積が７平方

メートル（約４畳半）以上

の居室が５部屋以上ある場

合、５部屋以上ある階の廊

下部分

救急現場に消防車も出動！�
PA連携でさらなる救命率向上を�

● 設置が必要な場所 ● ● 正しい設置位置 ●

供用開始区域■■

◆◆◆ 住宅用火災警報器の設置を　◆◆◆
使
用
を
開
始
・
中
止

す
る
と
き
は

料
金
の
支
払
い
に
は

口
座
振
替
を

土
曜
・
日
曜
日
も

料
金
の
支
払
い
・
精
算
が

で
き
ま
す

早
期
接
続
に

ご
協
力
を

新
た
な

供
用
開
始
区
域
は

接
続
工
事
に
は
助
成
・

融
資
制
度
の
ご
利
用
を

使
用
開
始
（
契
約
）

手
続
き

精
算
（
解
約
）
手
続
き

広
が
る
公
共
下
水
道�

快
適
な
生
活
と
良
好
な
環
境
の�

　
　
　
　
た
め
に
早
期
接
続
を
！�

●
●
●
●
●
●
●
●�

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の
手
続
き
や�

料
金
の
支
払
い
を
忘
れ
ず
に
！�

●
●
●
●
●
●
●
●�
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部
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部
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下
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道
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吹出口から�
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図６�
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市民一人一人が交通安全について
考え、自転車の交通事故を防止する
運動に取り組むことを通じて、自転
車の交通事故防止の徹底を図ります。
○スローガン「自転車も　のれば
車のなかまいり」

○重点項目　「交通ルールの遵守と
マナーの向上」

担当 市交通安全対策協議会
（安全対策課内）

�046（252）8158 �046（252）7773

平成16年度の市内のダイオキシン
類環境調査結果や大気、騒音、地下
水などの環境測定結果などをまとめ
た、平成17年度版「環境の概況」を
発行しました。市役所１階市民情報
コーナーで閲覧できるほか、１冊
860円（税込み）で販売しています。
担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

生活雑排水のうち、河川などを最
も汚すのは台所から出る排水です。
次のことに注意して、台所から出る
排水はきれいに流しましょう。
○合成洗剤を含まない石けんなど、
分解性の高い洗剤を使い、使用量
を少なくする

○排水に含まれる生ごみを取り除く
○天ぷら油などの廃油は流さない
担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

本紙４月15日号７面に掲載した、
「秋の美化デー」日程に次のとおり
誤りがありました。ここにお詫びと
ともに訂正致します。
（誤）東部地区 10月15日（日）※予備日
は10月22日（日）→（正）東部地区　11
月19日（日）※予備日は11月26日（日）
（誤）西部地区 11月19日（日）※予備
日は11月26日（日）→（正）西部地区　10
月15日（日）※予備日は10月22日（日）
担当 清掃課
�046（252）7659 �046（252）7641

市教育委員会では、新刊図書２冊
の販売を始めました。図書館などの
公共施設でご覧いただけるほか、市
役所１階市民情報コーナー、市公民
館、北・東地区文化センターで販売
しています。
【座間市重要文化財案内】Ａ５判50
ページ500円（税込み）
○内　容　平成16年度に指定した２
件を含む市内32件の重要文化財を
紹介

【座間むかしむかし第28集】Ａ５判
48ページ200円（税込み）
○内　容　「小田急物語」「ナベト

ロ線のこと」「座間の大通り物語
昭和二十年代から三十年代」の３
編を集録

担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

○と　き　５月９日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

○と　き　５月31日（水）午前10時
～11時（午前９時30分受付開始）

○ところ　生きがいセンター（小松
原１－45―21）

○販売金額　4000円～6000円
※販売予定は40台で、購入は抽選と
なります。希望者は必ず午前10時ま
でに受付を済ませてください。
担当 �市シルバー人材センター
�046（254）5361 �046（251）9280

▼ひばりが丘南児童館＝６日・20日
午後２時30分～３時30分▼小松原１
丁目児童遊園地＝11日・25日午前10
時30分～11時30分▼入谷小学校＝18
日午後１時20分～３時45分▼東原小
学校＝26日午後３時～３時45分▼Ｎ
ＴＴ栗原社宅＝10日・24日午前10時
30分～11時30分▼東原共同住宅＝18
日午前10時30分～11時30分▼相模が
丘４丁目多目的広場＝19日午前10時
30分～11時30分▼相模野小学校＝17
日・31日午後２時５分～３時45分▼
中原小学校＝10日・24日午後２時55
分～３時45分
※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

◆親子で米作り隊受講生募集
県立座間谷戸山公園との共催で、

米作り体験教室を開催します。
○と　き　①６月10日（土）②８月
５日（土）③９月２日（土）④10
月７日（土）⑤10月21日（土）⑥
11月19日（日）①④⑤午後１時～
４時②③午前10時～正午⑥午前10
時～午後２時（全６回）

○ところ　県立座間谷戸山公園
○内　容　①田植え②草取り③かか
し作り④稲刈り⑤脱穀⑥収穫祭
（餅つき）
○持ち物　水筒、着替え、帽子など
（申し込み時に通知）
○対　象　市内在住の小学生と保護
者

○定　員　15組40人程度（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　５月20日（土）までに直
接・電話・ファクスで同センター
へ

◆絵本の世界を知る講座
○と　き　①５月19日（金）②26日
（金）③６月１日（木）④９日（金）
午前10時～11時45分（全４回）

○内　容　①初めての図書室探検②
初めての絵本③絵本は楽しい④親
子で一緒に楽しもう

○対　象　市内在住・在勤の親子
○定　員　20組（先着順）
○参加費　無料
○保　育　あり（おやつ代１回50円）
○申込方法　５月16日（火）までに直
接・電話・ファクスで同センターへ

◆第２回北文おもちゃ病院
○と　き　５月13日（土）午前10時
～正午

○内　容　壊れたおもちゃを修理す
る

○対　象　小学生以下と保護者
○定　員　20組（先着順）
○費　用　無料
※部品代などが掛かる場合あり。
○申込方法　当日直接同センターへ
※協力してくださるボランティアを
募集しています。希望者は同センタ
ーへ。

◆サマーアイランド実行委員募集
８月27日（日）に開催する夏休み

恒例の祭り「サマーアイランド」の
実行委員を募集します。
○期　間　５月13日（土）～９月毎
月１回程度

○内　容　祭りの企画・運営
○対　象　小学４年生以上
○申込方法　５月12日（金）までに直
接・電話・ファクスで同センター
へ

◆環境教室　地球をすくえ！
○と　き　６月３日（土）午前８時30
分～午後３時、８月22日（火）午前
10時～正午、９月９日（土）午前10
時～正午、10月７日（土）午前８時
30分～午後４時（全４回）

○ところ　虹ケ浜海岸（平塚市）、
天神島（横須賀市）など

○集合・解散場所　青少年センター
○内　容　人間の生活がもたらす自
然への影響を、観察や施設見学な
どを通じて学び、環境保護につい
て考える

○対　象　全日程に参加できる小学
４年生から18歳までの方

○定　員　20人（多数抽選）
○参加費　500円（保険代など）
○持ち物　筆記用具など
○申込方法　５月19日（金）まで
（消印有効）に往復はがき１枚に
参加者一人の氏名、ふりがな、学
年、住所、電話番号を記入し、
「環境教室」参加希望と明記して、

同センターあて郵送

◆障害福祉課非常勤職員
○募集人数　１人
○応募資格　パソコン操作（エクセ
ルなど）のできる25歳～40歳の方

○業務内容　福祉事務・窓口業務
○勤務期間　６月１日～平成19年３
月30日

○勤務日時　月曜～金曜日午前９時
30分～午後４時

○賃　金　市規定による
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、５月12
日（金）までに本人が担当に持参

担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

◆市営プール非常勤職員
○募集人数　14人
○応募資格　普通自動車運転免許を
所持する健康な20歳から65歳まで
の方

○業務内容　プール受付業務
○勤務期間　７月15日（土）～８月
31日（木）

○勤務場所　①立野台・座間公園・
広野・ひばりが丘・中原プール②
東原・相模が丘プール

○勤務日時　毎日午前８時30分～午
後０時45分または午後０時30分～
６時30分
※①月曜日休み、②火曜日休み
○賃　金　市規定による
○選考方法　書類・面接（５月31日
（水）実施予定）
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、５月25
日（木）までに本人が担当に持参

担当 スポーツ課
�046（252）8162 �046（252）4311

◆市社協レスパイト非常勤職員
○募集人数　若干名
○応募資格　保育士・幼稚園教諭２
種・看護師のいずれかの資格を有
する45歳以下の方

○業務内容　障害児者などの一時預
かり

○勤務日時　土曜・日曜日、祝日を
含む週４日以内午前８時30分～午
後８時30分の間でシフト制（時間
応相談）

○賃　金　市社協規定などによる
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、事前に
電話連絡してから本人が担当に持
参

担当 市社会福祉協議会
�046（266）2003 �046（266）2009

◇譲ります
折り畳み式座卓２脚、バンドマッサ
ージ機、ベビーバス、シャンデリア、
子ども用壁掛けラック、タイヤチェ
ーン、子ども用スキーウェア・スキ

ー靴、電気ヒーター、ミキサー、こ
たつ、ソファ、Ｂ型ベビーカー、空
気清浄機、ビデオカメラ、マッサー
ジ機、電子オルガン、ベビーチェア、
子ども服、剣道防具一式、ピアノ、
ズボンプレッサー
◇希望します
相模女子大学付属高等学校制服・コ
ート、ベビーベッド、幼稚園ひろの
だいこどもの家制服・体操着、釣り
具、和装用ボディ、歩行器、ベビー
カー、電子ピアノ、子ども用自転車、
ビデオレコーダー、学習いす、食器
洗い機、テレビ、クラリネット、２
段ベッド、東原幼稚園女児用制服・
ブラウス、自転車、ＢＳアンテナ

◇市内小学校へ
▽ランドセルカバー＝座間ロータリ
ークラブ
◇交通対策基金へ
▽２万2317円＝座間市交通安全母の
会連絡協議会

○人権講演会
▽とき＝５月19日（金）午後１時30
分～４時▽ところ＝相模原市民会館
大ホール▽内容＝九州大学非常勤講
師・林力氏による講演「わたしと部
落とハンセン病」▽参加費＝無料▽
申込方法＝当日直接会場へ▽問い合
わせ先＝横浜国際人権センター�
045（261）3855
○大和市民吹奏楽団第28回演奏会
▽とき＝５月14日（日）午後２時～
▽ところ＝ハーモニーホール座間大
ホール▽曲目＝ロシアのクリスマス
音楽、エグモント▽入場料＝無料▽
問い合わせ先�042（774）3134（樋口）
○地域作業所えのきの里　バザー
▽とき＝５月13日（土）午前11時～
午後２時▽ところ＝地域作業所えの
きの里（相模が丘5-39-14）▽内容＝
自主製品販売、模擬店、ビンゴゲー
ムなど▽入場＝自由▽問い合わせ
先＝同作業所�042（743）4234
○小学生から高校生の国際交流
夏休み海外派遣事業参加者募集
▽とき＝７月～８月▽派遣先＝アメ
リカ、イギリス、カナダなど▽内
容＝ホームステイ、ボランティア体
験など▽対象＝小学３年生～高校３
年生▽参加費＝14万5000円～（共通
経費は別途）▽問い合わせ・資料請
求先＝�国際青少年研修協会�03
（3359）8421
○市陸上選手権大会
▽とき＝６月４日（日）午前８時30
分から受付開始（小雨決行）▽とこ
ろ＝大和市陸上競技場▽参加資格＝
小学４年生以上の市内在住・在勤・
在学者（小学生は保護者同伴）、市陸
協登録者▽種目制限＝一人２種目
（リレーは除く）▽参加費＝一般1000
円、市陸協登録者800円ほか▽申込
方法＝５月19日（金）までに電話で
市陸協�046（254）3064（佐藤）へ
○日本ボーイスカウト座間第１団
団員募集説明会
▽とき＝５月27日（土）、28日（日）午
前10時～午後２時▽ところ＝市公民
館▽対象＝座間・入谷・立野台・中
原小学校区の幼稚園・保育園年長以

上▽申込方法＝当日直接会場へ▽問
い合わせ先＝�046（253）6163（沼田）
○相模川ふれあい巡視
▽とき＝６月３日（土）午前９時～
（小雨決行）▽集合場所＝厚木市役
所▽内容＝戸沢橋から座架依橋まで
を歩き、川づくりについて考える▽
対象＝中学生以上▽定員＝40人（多
数抽選）▽持ち物＝弁当▽申込方
法＝５月23日（火）までに電話で相
模川総合整備事務所河川環境課�
046（223）1711内線351・354へ
○銃砲刀剣類登録審査会
▽とき＝５月16日（火）、７月14日
（金）、９月15日（金）午前10時～11
時15分、午後１時～２時45分ほか▽
ところ＝かながわ県民センター▽内
容＝銃砲刀剣類を所持するために必
要な登録審査▽登録手数料＝6300円
（再交付3500円）▽問い合わせ先＝
県教育委員会教育局生涯学習文化課
�045（210）1111内線8353
○市交通安全協会パート職員募集
▽募集人数＝若干名▽応募資格＝事
務職経験があり、パソコンが操作で
きる50歳以下の女性▽業務内容＝自
動車運転免許証更新時申請手続、証
紙販売▽勤務日時＝月曜～金曜日で
週１～２日午前８時30分～午後５時
▽賃金＝時給800円程度▽応募方
法＝市販の履歴書（写真添付）に必
要事項を記入し、本人が座間市交通
安全協会（入谷1-193）に持参▽問い
合わせ先＝同協会�046（255）2160
○知的障害児を持つ親の生活相談
▽とき＝毎月第１・第３火曜日午前
10時～正午▽ところ＝サニープレイ
ス座間▽内容＝県福祉推進員や元養
護学校教諭による相談受付▽費用＝
無料▽問い合わせ先＝ＮＰＯ法人障
建会�046（253）3796※受付時間＝月
曜～金曜日午前10時～午後３時
○市卓球協会　ふれあい卓球
▽とき＝平成19年３月までの毎月第
２土曜日午後１時～４時▽ところ＝
日産座間事業所体育館▽参加費＝無
料▽持ち物＝卓球シューズ、ラケッ
ト、ボール▽問い合わせ先＝同協会
事務局�046（254）9661（大木）
○第７回かにが沢鯉のぼり大会
「かにが沢鯉のぼり大会」を次の

とおり開催しています。ご家族おそ
ろいでお越しください。▽とき＝５
月11日（木）まで▽ところ＝かにが
沢公園子ども広場▽問い合わせ先＝
�046（255）9381（神原）
○建設業退職金共済制度
建設現場で働く方のための、建設

業界全体の退職金制度です。事業主
が加入している場合に、同制度が適
用されます。▽主な特徴＝①掛金
（日額310円）は全額非課税で国が一
部補助②経営事項審査で加点される
ため、公共工事の受注に有利③事業
主が変わっても、退職金は企業間を
通算して計算▽問い合わせ先＝同共
済事業本部�03（5400）4316
○交通遺児育成基金
13歳未満で加入した交通遺児に対

し、19歳になるまで３カ月ごとに育
成給付金を支給します。▽加入時拠
出金＝０～４歳700万円、５歳665万
円、６歳630万円、７～８歳595万円、
９歳560万円、10歳525万円、11歳
485万円、12歳～12歳６カ月未満455
万円、12歳６カ月～13歳未満430万
円▽給付金月額＝０～５歳３万2000
円、６～８歳４万円、９～11歳４万
5000円、12～14歳５万5000円、15～
18歳７万円（その他給付あり）▽問
い合わせ先＝同基金フリーダイヤル

0120（16）3611
○看護技術基礎研修
▽とき＝６月15日（木）午前10時～
午後４時▽ところ＝神奈川県ナース
センター▽内容＝静脈内・筋肉内注
射、採血について学ぶ▽対象＝県内
の医療機関に就職を希望する未就業
の看護職免許所持者▽定員＝50人
（多数抽選）▽参加費＝2000円（資
料代）▽申込方法＝往復はがきに研
修名（６月開催基礎研修）、住所、氏
名、年齢、電話番号、看護職免許の
種類、離職年数を記入し、５月25日
（木）まで（必着）に〒231-0037横浜市
中区富士見町３-１神奈川県総合医
療会館５階県ナースセンターに郵送
▽問い合わせ先＝同センター�045
（263）2101
○パソコン講座
▽とき＝問い合わせ先にご確認くだ
さい▽ところ＝相模原市立産業会館
（相模原市中央3-12-1）▽内容＝「パ
ワーポイント入門」「エクセル入門」
「ホームページ作成」など▽定員＝
各講座先着25人▽参加費＝8000円～
１万5000円▽問い合わせ先＝同会館
情報センター�042（753）8133
○子ども自然教室　葉っぱであそぼ
▽とき＝６月３日（土）午前９時30分
～午後０時30分▽ところ＝県立秦野
ビジターセンター▽内容＝葉っぱを
使って、昔ながらの遊びに挑戦する
▽対象＝４～８歳児と保護者▽定
員＝30人（多数抽選）▽参加費＝300
円▽申込方法＝５月20日（土）まで
（必着）に往復はがきに催し物名、
参加者（保護者含む）全員の氏名、
年齢、住所、電話番号を記入し、〒
259-1304秦野市堀山下1513県立秦野
ビジターセンターあて郵送▽問い合

区　分� と　　　き� と　こ　ろ�

高年齢者職業�

駐留軍離職者�

青　少　年�

教　　　　育�

結　　　　婚�

法　　　　律�

交　通　事　故�
不　動　産�
（取引・契約）�

市　　　　民�

行　　　　政�
（国に対する要望）�

消　費　生　活�

行　政　書　士�
（相続・遺言）�

母　子　生　活�

児　童　相　談�

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８�

�０４６（２５２）８４９０�
（電話相談も可）�

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時30分�

毎月第４木曜日　午後１時30分～４時30分�

毎月第３火曜日　午後１時30分～４時30分�

毎月第２・第３木曜日　午後１時30分～４�
時30分（予約制（電話可）。１日午前８時�
30分から今月分を受け付け）�

毎月第２・第３・第４火曜日　午後６時30分�
～９時　第２・第３水曜日　午後１時30分～�
４時30分（予約制（電話可）。１日午前８時�
30分から今月分を受け付け）�

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～正午と午後１�
時～３時30分�

25日�

毎月第３木曜日　午前９時～正午�

毎月第３木曜日　午前９時～午後３時�

毎月第３木曜日　午前10時～午後３時�

毎週月曜～金曜日　午前10時～午後４時�

毎週月曜・水曜・金曜日　午前９時～午後５時�

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時�

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時�

18日�

今月は第２～第４土曜日�
午前９時～午後３時�

人　　　　権�
ドメスティック�
バイオレンス�

毎月第２火曜日　午前９時～正午�９日�

16日�

11・�
18日�

９・�
10・�
16・�
17・�
23日�

13・�
20・�
27日�

18日�

18日� 市役所４階第１会議室�

ふれあい会館２階�

市役所１階子育て支援課内�

青少年センター１階�
青少年相談室�

市役所５階教育研究所�

サニープレイス座間�

市役所３階相談室�

担当　市社会福祉協議会 �０４６（２６６）１２９４�

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８０８７�

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４�

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７�

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１�

�０４６（２５５）０５００�
（電話相談のみ）�

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４�

担当　長寿介護課 �０４６（２５２）７１２７�

５月の相談日 

市役所３階相談室�
法律相談と行政書士相�
談は、いずれも定員に�
なり次第、締め切りま�
す。なお、多くの方が
利用できるように、法
律相談は年間一人につ
き１回（25分以内）と
させていただきます。
要点を整理してご相談
ください。�

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～11時30分と午
後１時～３時30分、土曜・日曜日、祝日　午前10時
～午後３時�

わせ先＝同センター�0463（87）9300

○フラワーアレンジメント
▽とき＝毎週火曜日午後７時～９時
▽ところ＝青少年センター▽会費＝
毎回2500円（花代）▽連絡先＝�
046（255）4886（解良）
○Ｚ.Ｅ.Ｃ.
▽内容＝英会話を学ぶ▽とき＝毎週
火曜日午前10時～正午▽ところ＝東
地区文化センター▽会費＝2000円
（入会金1000円）▽連絡先＝�046
（253）6042（益子）
○健康体操スマイル
▽内容＝ストレッチ体操、ビギナー
エアロビクスなど▽とき＝毎月４回
水曜日午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝青少年センター▽対象＝女性▽
会費＝月額2000円（入会金1000円）
▽連絡先＝�046（255）5616（濱中）
○サロンド・赤ひげ会
▽内容＝健康体操で体力をつける▽
とき＝毎月３回木曜日午後１時～３
時▽ところ＝立野台コミュニティセ
ンター▽連絡先＝�046（253）2434
（松尾）
○舞踊サークル花

か

翠
すい

会
▽とき＝毎月３回水曜日午後５時～
７時▽ところ＝北地区文化センター
▽会費＝月額3000円▽連絡先＝�
042（746）1923（矢澤）
○パッチワークゆりの会
▽とき＝毎月第２・第４木曜日午前
10時～正午▽ところ＝市公民館▽会
費＝月額1100円▽連絡先＝�046
（251）5774（安藤）

５月は自転車マナーアップ強化月間

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

平成17年度版「環境の概況」を発行

河川などの水質を守るために

刊行図書２冊を新発売

教育委員会５月定例会

リサイクル自転車販売

移動図書館ひまわり号巡回日程

「秋の美化デー」日程の訂正

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

5月に納めるのは
▽固定資産税・都市計画税（第１期）▽軽自動車税
※最寄りの市指定金融機関、郵便局、市役所または各出張所で納めて
ください。使用料などもお忘れなく。
※毎月第２・第４土曜日午前８時30分から正午まで、市役所１階国保
年金課において、市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています。
詳しい内容は収納課�046（252）8021へ（国民健康保険税については国
保年金課�046（252）7003へ）。



全部見せます！サックスの魅力�
○と　き　５月１０日（水）午後０時２０分～０時４０分�
○ところ　市役所１階市民サロン�
○曲　目　リベルタンゴ（ピアソラ）、�
　　　　　川の流れのように（美空ひばり）、�
　　　　　誰も寝てはならぬ（プッチーニ）ほか�
○演奏者　サキソフォン 河西麻希さん　ピアノ 橋本直子さん�

【座間市のお知らせ】�

5.1
広報�

◆平成18年（2006年）５月１日発行�
◆座間市秘書室情報推進課編集�
　〒228-8566　神奈川県座間市緑ケ丘1-1-1�
　　046（255）1111（代）　046（255）3550�
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　       ：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
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千
ち
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ちゃん
H17. 7 . 8 生まれ　女
緑ケ丘 4 丁目

上
かみ

ノ
の

内
うち

妃愛
ひ な

ちゃん
H17. 5 .16生まれ　女
座間 2 丁目

和田
わ だ

実優
み ゆ

ちゃん
H17. 2 .15生まれ　女
東原 4 丁目

齊藤
さいとう

あいかちゃん
H17. 4 . 5 生まれ　女
相武台 4 丁目

浜崎
はまざき

絆
はん

斗
と

ちゃん
H17. 5 .23生まれ　男
相模が丘 3 丁目

○対象　平成18年５月１日現
在、１歳未満の赤ちゃん

○掲載月　６月、７月、８月
○応募方法　カラー写真の裏面
に保護者の住所・氏名・電話
番号、赤ちゃんの氏名（ふり
がな）・生年月日・性別を明
記し、〒228-8566市役所情報
推進課あて郵送または持参

○申込期限 ５月12日（金）＜
当日消印有効＞

※応募者多数の場合は抽選と
し、掲載が決定した方に連絡し
ます。なお、応募写真は返却し
ません。
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大凧まつり�
会　場�

凡　　例�
無料バス路線�

進入禁止�

無料バス乗降場所�

《連絡先》大凧まつり本部�046（252）9959　※当日の開催に関する問い合わせは市役所�046（255）1111へ�

※大凧まつり会場に駐車場は
ありません。ご来場の際は、公
共交通機関や無料バスをご利
用ください。�

会場案内図 
慶�
祥�

スカイアリーナスカイアリーナ�
座間座間�
スカイアリーナ�
座間�

大凧まつり当日は、市役所発着と座間駅発着の二つの
路線で、会場までの無料巡回バスを運行します。どうぞ
お気軽にご利用ください。
○運行時間　５月４日
（木）、５日（金）午
前９時～午後４時
（右表参照）
○乗降場所　市役所ロ
ータリー、小田急線
座間駅東口、大凧ま
つり会場前

※車でお越しの方は、
市役所駐車場に駐車し
て、無料バスをご利用
ください。
※バスの発車時刻は、
当日の道路状況により
遅れることがあります。

無料バス時刻表�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16

00　　30�

00　　30�

00　　30�

00　　30�

30�

30�

30�

00

�

00　　30�

00　　 �

00　　 �

00　　 �

00　　 �

00　　30�

00　　30　　

※市役所発着バスと座間駅発着バスは、�
それぞれ同時刻に発車します�

発車�
時刻�

発車�
場所�

市役所�
座間駅東口�
（会場行）�

大凧まつり会場�
（座間駅行・�
市役所行）�

○と　き　５月４日（木）、５日（金）
※開催時間内に随時披露

○内　容　民謡・おはやし・太鼓・踊りの団
体による演技の披露

○と　き　５月４日（木）午前８時30分～午後３時
※雨天の場合は座間小学校体育館で開催します。
○内　容　小学生による相撲の取組
※出場者は事前に申し込みのあった小学生です。
○主　催　座間青年会議所

◆地域の大凧掲揚
○と　き　５月４日（木）午前11時～午後２時
○内　容　芹沢、新田宿の地域の皆さんが作成
した大凧を掲揚します

◆子ども凧揚げ大会
○と　き　５月５日（金）午前11時～午後２時
○内　容　小・中学生が自作の凧を揚げて楽し
みます

岩本
いわもと

美
み り

ちゃん
H17. 4 .23生まれ　女
相模が丘 1 丁目

市では、スポーツを総合的かつ計画的に市
民の皆さんに広めていくために「座間市スポ
ーツ振興計画」の策定を目指しています。
この計画は、スポーツを技術の向上や健康

維持などを目的として楽しむだけではなく、身近で観戦し
たり、振興のためにボランティアで支援したりするなど、
幅広くスポーツの推進を図っていくために策定するもので
す。
つきましては、座間市スポーツ振興計画の策定に向けて、

市民の皆さまのスポーツに関する意識や実態を把握するた
めに、アンケート調査を実施することとなりました。アン
ケート用紙は、無作為に選んだ市内在住の16歳以上の男女
約3000人に今月中旬発送します。アンケート用紙がお手元
に届いた方は、ご協力をお願いします。
担当 スポーツ課　�046（252）8177 �046（252）4311

わんぱく相撲「座間場所」 大凧保存会40周年記念事業地元芸能・文化団体による
演技の披露

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
�

「座間市スポーツ振興計画」�
策定にかかわるアンケート調査のお願い�
「座間市スポーツ振興計画」�
策定にかかわるアンケート調査のお願い�
「座間市スポーツ振興計画」�
策定にかかわるアンケート調査のお願い�
「座間市スポーツ振興計画」�
策定にかかわるアンケート調査のお願い�
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